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【主な収録内容】

連載
◆ 大相続時代と登記実務【新連載】　
第1回　相続登記の義務化とはなにか
里村 美喜夫（司法書士）

山野目章夫 早稲田大学大学院法務研究科教授

法務省大臣官房参事官大谷 　太
日本司法書士会連合会会長小澤 吉徳

弁護士荒木 理江

弁護士姫野 博昭
藤田 正人 法務省民事局民事第二課長

◆ 民法(親子法制)等の一部を改正する法律の概要
◆ 改正少年法施行後の保護観察の運用状況について 

◆ 遺産分割事件のケース研究 ( 完 ) 
第12 回　遺産分割の設例検討――平成 30 年・令和 3 年民法改正を踏まえた検討
片岡 武 ( 弁護士・元東京家庭裁判所部総括判事 )

◆ 民事信託と後見制度を併用する場合の諸問題
第 2回　民事信託の典型的な利用例と家庭裁判所において問題となり得るケース 
日公連民事信託研究会、日弁連信託センター

解説

〈司会〉

令和３年民事法改正の中核を担う
研究者・法務省関係者・実務家が、
所有者不明土地等の
「発生予防」と「利用の円滑化」を
中心に制度の展望・課題を語る。

（五十音順。肩書きは座談会当時）

ほか

石田 京子 早稲田大学大学院法務研究科教授


